
５  研究の実際  

（１）仮説１に関して～授業研究部の取組～  

  ア  見方・考え方を働かせる学習過程  

（ア）各学年の系統を考えた年間カリキュラム  

授業研究部では、各学

年の系統を意識した年間

カリキュラムの作成を行

った。縦と横のつながり

を意識し、全学年を見通

すことで系統を考えるこ

とができるカリキュラム

とした。５・６年のボール

運動においては、A と B 隔

年で運動の内容を同じに

することで、準備と片付けの時間短縮を行い、効率よく授業を進め

る手立ての一つとした。さらに同じ理由で、「マット運動」や「跳

び箱運動」は可能な限り同じ時期に位置づけた。  

運動会などの行事も考慮し、４・５月には表現運動や陸上運動を

入れ、暑い９月には、保健や体育館でできる運動を入れるようにし

た。  

  （イ）各学年の単元指導計画  

     各学年、各領域において単

元計画表を作成した。単元計

画表には指導内容と、1 時間の

流れ、評価計画を記載し、授業

者が、指導内容を明確にする

とともに、単元に見通しを持

って指導に当たれるようにし

た。  

作成した単元計画表は、児

童用にも作り、ワークシート

に載せたり、授業中に掲示し

たりして活用した。  

単元計画を作成するにあた

り、児童の実態をもとに学習

内容を設定したり、単元のゴ

ールを設定したりして、児童

の課題にそって単元のゴール

を意識しながら、意欲的に学

び続けられるようにした。  
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  イ  見方・考え方を働かせる学習活動  

（ア） 1 単位時間の授業構成  

児童が運動の楽しさに触れ、自己の適性に応じて、運動やスポー

ツに対して多様な関わり（する・みる・支える・知る）ができるよ

う、 1 単位時間の主な学習活動の流れについて共通理解を図った。 

過 程  主な学習活動の流れ  運 動 や ス ポ ー ツ と の 多 様 な 関 わ り （ 例 ）  

導 入  １課題をつかむ  

〇共通課題と個別の課題  

（めあてと学習課題の確認）  

 

 

展 開  ２課題解決に向けて活動する  

〇課題解決場面の設定  

（タスクゲーム等）  

〇学び合い活動  

（ ICT の活用、言語活動の充実）  

〇めあて達成を意識した学習活動  

（メインゲーム等）  

 

終 末  ３振り返りをする  

〇学習カードの活用  

 

（イ）場づくりと教材開発  

児童が主体的に体育の活動に取り組む手立ての１つとして、各単

元で場づくりの工夫や教材開発を行った。  

２年生「マットを使った運動遊び」では、児童の運動量の確保や

安全面の確認を行いながら、1 単位時間の中で児童が意欲的に様々

な身体の使い方ができるように場を増やしてい

った。  

教材開発においては、児童が楽しみながらも

知識・技能を身に付ける活動ができる教材を考

えていった。右の写真の「前転がり用教材」のよ

うに小さくまわったり、まっすぐまわったりで

きるような教材等を作成し、活用した。  

（ウ）学び合いの工夫  

ICT やホワイトボード等を活用して、自分達の課題を視覚的に捉

えやすくした学び合いの工夫をした。  

５年生「マット運動」では、集団マットを単元のゴールとし、一

人一人の技を組み合わせた演技の発表会に向け、グループで学び合

いながら練習をした。タブレット端末で撮影した練習の様子を見合

いながら、手足の伸び等の個人の課題やタイミングを揃えるといっ

たグループの課題を、児童自身が発見し

解決していく活動が展開された。児童ら

は、動画を静止させたりスロー再生した

り映像を拡大したりしながら気づきを具

体的に指し示し、課題解決に向けて主体

的な活動をしていくことができた。  

 

前転がり用教材  

 
映像をもとに学び合う様子  

「する」： 本 時の 学 習に 関わ る 準 備

運動 や サ ーキ ッ トト レ ー ニン グ 等 。

等。  

「みる」： 友 だち の 動き をみ る 等 。  

「支える」： 友 だ ちと 協 力し て 練 習

する 。 話 し合 う 等。  

「知る」：動き方を知る。自己の

伸びや課題を確認する等。  

 

「する」： 自 己の 記 録に 挑戦 す る 。

仲間 と 協 働し て 競い 合 う 等。  

６  



（エ）学習カードの工夫  

児童が見通しを持って学習に取り組み、楽しみながら最後まで意

欲を持って活動できるように１単位時間のめあてを明確にした授

業を行った。めあてに沿った学習カードを作成し、毎時間記入して

いくことで、伸びや学びを実感

し、次時の活動へとつながるよ

うにした。  

３観点（①知識・技能②思考・

判断・表現③主体的に学習に取

り組む態度）での振り返りを児

童の実態や単元の内容に応じな

がら取り組むことで、指導と評

価に生かすようにした。  

 

 

 

ウ  授業研究会の工夫による授業改善  

研究授業を全職員の授業改善に生かせるよう、授業研究会の内容

や方法等について、様々な工夫を行った。構想案の検討や模擬授業に

ついては、研究推進委員や学年部を中心に行うことで、限られた研修

回数の中で全学年が体育領域の大研を行い、授業づくりに関われる

機会を保障した。  

研究授業では、様々な実態の児童に

も着目できるよう、３名の対象児童

（運動上位・運動中位・運動下位）を

決めて授業記録を取った。事後研究会

では、授業記録や授業参観中にメモを

していた付箋をもとに、ワークショッ

プ形式で成果と課題を出し合った。成

果や課題を可視化することで、課題を

絞ることができ、改善策を話し合い、

授業改善につなげることができた。  

中研も合わせると、多くの研究授

業を実施してきたが、大研のように

全職員での参観や研究会の実施は難

しい。研究授業を参観した管理職か

ら研究だより（「○○先生に学ぶ」）

を発行し、授業実践を共有し、研究

の方向性を示していくことで、授業

改善につなげることができた。  

みんながたのしめるように、はこ
のながさをくふうしました。  

研 究 だ よ り「 ○ ○先 生 に学 ぶ 」 
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